
10

20

JP 7528397 B2 2024.8.6

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7528397号

(P7528397)
(24)登録日　令和6年7月29日(2024.7.29)(45)発行日　令和6年8月6日(2024.8.6)

(54)【発明の名称】　アリ類用誘引剤およびアリ類毒餌剤

(51)国際特許分類
　   Ａ０１Ｎ 43/78 (2006.01)
　   Ａ０１Ｐ 7/04 (2006.01)
　   Ａ０１Ｎ 43/40 (2006.01)
　   Ａ０１Ｍ 1/02 (2006.01)
　   Ａ０１Ｎ 55/02 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ０１Ｎ 43/78 　　　Ａ 　　　
　Ａ０１Ｐ 7/04 　　　　 　　　
　Ａ０１Ｎ 43/40 １０１Ｌ 　　　
　Ａ０１Ｍ 1/02 　　　Ｂ 　　　
　Ａ０１Ｎ 55/02 １５０ 　　　

(21)出願番号　 特願2023-176182(P2023-176182)
(22)出願日　 令和5年10月11日(2023.10.11)
(62)分割の表示　 特願2019-31362(P2019-31362)の 

分割
原出願日　 平成31年2月25日(2019.2.25)

(65)公開番号　 特開2023-178353(P2023-178353 
A)

(43)公開日　 令和5年12月14日(2023.12.14)
審査請求日　 令和5年11月9日(2023.11.9)

(73)特許権者　 390000527
住化エンバイロメンタルサイエンス株式 
会社
大阪府大阪市中央区道修町二丁目２番８ 
号

(72)発明者　 田中  康頼
兵庫県宝塚市高司４丁目２番１号  住化 
エンバイロメンタルサイエンス株式会社 
内

(72)発明者　 加藤  義晃
兵庫県西宮市津門飯田町２番１２３号  
住化エンバイロメンタルサイエンス株式 
会社内

審査官　 松澤  優子

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
誘 引 性 成 分 、 チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル 、 亜 鉛 ピ リ チ オ ン お よ び 水 を 含 有 す る ア リ 類 用 誘 引 剤 で あ  
っ て 、 チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル と 亜 鉛 ピ リ チ オ ン の 含 有 比 率 が 、 亜 鉛 ピ リ チ オ ン １ 重 量 部 に 対 し  
て チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル が ４ ～ ８ 重 量 部 で あ る ア リ 類 用 誘 引 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ア リ 類 用 誘 引 剤 お よ び 害 虫 防 除 剤 を 含 有 す る ア リ 類 用 毒 餌 剤 で あ っ て 、  
前 記 誘 引 剤 の 含 有 量 は 、 前 記 毒 餌 剤 全 体 量 に 対 し ７ ０ ～ ９ ９ ． ９ ９ ９ 重 量 ％ で あ る こ と を  
特 徴 と す る ア リ 類 用 毒 餌 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 匍 匐 害 虫 防 除 用 毒 餌 剤 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ア リ 等 の 匍 匐 害 虫 を 防 除 す る た め 、 匍 匐 害 虫 防 除 用 毒 餌 剤 が 開 発 さ れ 実 用 に 供 さ れ て い  
る 。 例 え ば 特 許 文 献 １ に は ア リ 防 除 用 毒 餌 剤 の 処 方 と し て 、 蛹 粉 、 砂 糖 、 デ ン プ ン 、 お よ  
び 水 等 の 匍 匐 害 虫 を 誘 引 す る た め の 誘 引 成 分 、 お よ び 害 虫 防 除 剤 を 含 有 す る 処 方 が 開 示 さ  
れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】

請求項の数　2　（全8頁）
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【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ７ － ８ ０ １ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 し た よ う に 、 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 に は タ ン パ ク 質 、 糖 類 、 炭 水 化 物 等 の 誘 引 成 分 お よ  
び 水 が 含 有 さ れ て い る こ と か ら 保 管 時 ま た は 使 用 時 に カ ビ が 発 生 す る こ と が あ る 一 方 、 カ  
ビ の 発 生 を 防 ぐ た め に 防 カ ビ 剤 を 使 用 す る と 、 あ ら た に 匍 匐 害 虫 に 対 す る 喫 食 性 が 低 下 と  
の 問 題 を 生 ず る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 長 期 に 亘 り カ ビ の 発 生 が な く 、 か つ 匍 匐 害 虫 へ の 喫 食 性 が 高 い 匍 匐 害 虫 防 除  
用 毒 餌 剤 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 か か る 課 題 を 解 決 す べ く 鋭 意 検 討 し た 結 果 本 発 明 に 至 っ た 。 す な わ ち 、  
本 発 明 は
〔 １ 〕 匍 匐 害 虫 用 誘 引 性 成 分 、 チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル 、 金 属 ピ リ チ オ ン お よ び 匍 匐 害 虫 用 防 除  
剤 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 。
〔 ２ 〕 金 属 ピ リ チ オ ン が 亜 鉛 ピ リ チ オ ン で あ る 上 記 の 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 。
〔 ３ 〕 チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル と 金 属 ピ リ チ オ ン の 含 有 比 率 が 、 金 属 ピ リ チ オ ン １ 重 量 部 に 対 し  
て チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル が １ ． ２ ５ ～ ２ ５ 重 量 部 で あ る 上 記 の 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 。
〔 ４ 〕 チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル と 金 属 ピ リ チ オ ン の 含 有 比 率 が 、 金 属 ピ リ チ オ ン １ 重 量 部 に 対 し  
て チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル が ４ ～ ８ 重 量 部 で あ る 上 記 の 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 。
を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 カ ビ の 発 生 を 伴 う こ と な く 長 期 間 保 管 が 可 能 で 、 さ ら に は 匍 匐 害 虫 に  
対 し て 優 れ た 喫 食 性 を 有 す る 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 を 提 供 す る こ と が で き 、 こ れ を 使 用 す る こ  
と に よ り 効 果 的 に 匍 匐 害 虫 を 防 除 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 に 使 用 さ れ る 誘 引 性 成 分 と し て は 、 動 物 性 タ ン パ ク 質 粉 、 穀  
物 粉 、 澱 粉 、 糖 類 、 植 物 性 油 な ど が 挙 げ ら れ 、 通 常 、 こ れ ら を 単 独 、 ま た は ２ 種 以 上 を 、  
チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル お よ び 金 属 ピ リ チ オ ン と 水 の 存 在 下 に 混 練 し て 得 ら れ る 製 剤 （ 以 下 、 誘  
引 剤 と 記 す ） と し て 使 用 さ れ る 。 前 記 誘 引 剤 の 含 有 量 は 、 前 記 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 全 体 量 に  
対 し ７ ０ ～ ９ ９ ． ９ ９ ９ 重 量 ％ の 範 囲 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 動 物 性 タ ン パ ク 質 粉 と し て は 、 例 え ば 、 蛹 粉 、 魚 粉 、 オ キ ア ミ 粉 、 エ ビ 粉 、 ミ ミ ズ 粉  
、 昆 虫 の 成 虫 の 粉 な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 穀 物 粉 と し て は 、 ト ウ モ ロ コ シ 粉 、 ジ ャ ガ イ モ  
粉 、 サ ツ マ イ モ 粉 、 タ ピ オ カ 粉 、 小 麦 粉 、 大 麦 粉 、 米 粉 な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 澱 粉 と し  
て は 、 バ レ イ シ ョ 澱 粉 、 小 麦 澱 粉 、 タ ピ オ カ 澱 粉 、 コ ー ン ス タ ー チ な ど が 挙 げ ら れ る 。 前  
記 糖 類 と し て は 、 ブ ド ウ 糖 、 果 糖 な ど の 単 糖 類 、 シ ョ 糖 、 麦 芽 糖 な ど の 二 糖 類 、 水 あ め 、  
デ キ ス ト リ ン 、 ソ ル ビ ト ー ル 、 糖 蜜 な ど が 挙 げ ら れ る 。 植 物 性 油 と し て は 、 ゴ マ 油 、 落 花  
生 油 、 オ リ ー ブ 油 、 ヤ シ 油 、 ゴ マ 油 、 大 豆 油 、 ベ ニ ハ ナ 油 、 な た ね 油 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 誘 引 剤 に お い て 、 各 成 分 の 含 有 量 は 防 除 対 象 と す る 匍 匐 害 虫 に 応 じ て 適 宜 設 計 す れ  
ば よ い が 、 通 常 、 誘 引 剤 全 体 量 に 対 し 動 物 性 タ ン パ ク 質 粉 を １ ０ ～ ２ ５ 重 量 ％ 、 穀 物 粉 を  
１ ０ ～ ３ ０ 重 量 ％ 、 澱 粉 を １ ０ ～ ３ ０ 重 量 ％ 、 糖 類 を ５ ～ ３ ０ 重 量 ％ 、 植 物 性 油 を １ ～ １  
５ 重 量 ％ 、 水 を １ ５ ～ ５ ０ 重 量 ％ の 範 囲 と す る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 に 使 用 さ れ る チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル は 、 前 記 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 全  
体 量 に 対 し ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ 重 量 ％ 、 好 ま し く は ０ ． １ ～ ０ ． ３ 重 量 ％ の 範 囲 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 に 使 用 さ れ る 金 属 ピ リ チ オ ン と し て は 、 亜 鉛 ピ リ チ オ ン 、 銅 ピ  
リ チ オ ン 、 鉄 ピ リ チ オ ン 、 マ グ ネ シ ウ ム ピ リ チ オ ン な ど が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら を 単 独 、 ま た  
は ２ 種 以 上 使 用 す る こ と が で き る 。 前 記 金 属 ピ リ チ オ ン の 含 有 量 は 、 前 記 匍 匐 害 虫 用 毒 餌  
剤 全 体 量 に 対 し ０ ． ０ １ ～ ０ ． ５ 重 量 ％ 、 好 ま し く は ０ ． ０ １ ～ ０ ． ２ 重 量 の 範 囲 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル と 前 記 金 属 ピ リ チ オ ン の 合 計 の 含 有 量 は 、 前 記 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 の  
全 体 量 に 対 し ０ ． １ 重 量 ％ 以 上 で あ る 。 ま た 前 記 金 属 ピ リ チ オ ン と 前 記 チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル  
の 含 有 比 率 は 、 通 常 、 前 記 金 属 ピ リ チ オ ン １ 重 量 部 に 対 し 前 記 チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル １ ． ２ ５  
～ ２ ５ 重 量 部 の 範 囲 で あ る が 、 匍 匐 害 虫 へ の 喫 食 性 の 面 で 好 ま し く は ４ ～ ８ 重 量 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 害 虫 防 除 用 毒 餌 剤 に 使 用 さ れ る 害 虫 防 除 剤 と し て は 、 フ ェ ニ ル ピ ラ ゾ ー ル 系 化 合  
物 、 ネ オ ニ コ チ ノ イ ド 系 化 合 物 、 ア ミ ジ ノ ヒ ド ラ 化 合 物 、 カ ー バ メ ー ト 系 化 合 物 、 有 機 リ  
ン 系 化 合 物 、 ホ ウ 酸 、 お よ び 昆 虫 成 長 制 御 物 質 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 フ ェ ニ ル ピ ラ ゾ ー ル 系 化 合 物 と し て は 、 ア セ ト プ ロ ー ル 、 エ チ プ ロ ー ル 、 フ ィ プ ロ ニ  
ル 、 ピ リ プ ロ ー ル な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 ネ オ ニ コ チ ノ イ ド 系 化 合 物 と し て は 、 ク ロ チ ア  
ニ ジ ン 、 ニ テ ン ピ ラ ム 、 イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 、 チ ア ク ロ プ リ ド 、 チ ア メ ト キ サ ム 、 ア セ タ ミ  
プ リ ド 、 ジ ノ テ フ ラ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 ア ミ ジ ノ ヒ ド ラ 化 合 物 と し て は 、 ヒ ド ラ メ  
チ ル ノ ン が 挙 げ ら れ る 。 前 記 カ ー バ メ ー ト 系 化 合 物 と し て は 、 フ ェ ノ ブ カ ル ブ 、 メ ト キ サ  
ジ ア ゾ ン 、 イ ソ プ ロ カ ル ブ 、 キ シ リ ル カ ル ブ 、 メ ト ル カ ル ブ 、 カ ル バ リ ル 、 プ ロ ポ ク ス ル  
な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 有 機 リ ン 系 化 合 物 と し て は 、 ア セ フ ェ ー ト 、 ブ タ チ オ ホ ス 、 キ ャ  
ド サ ホ ス 、 ク ロ ル エ ト キ シ ホ ス 、 ク ロ ル フ ェ ン ビ ン ホ ス 、 ク ロ ル ピ リ ホ ス 、 ク ロ ル ピ リ ホ  
ス メ チ ル 、 シ ア ノ ホ ス 、 Ｄ Ｃ Ｉ Ｐ 、 ジ ク ロ フ ェ ン チ オ ン 、 ジ メ ト エ ー ト 、 ジ メ チ ル ビ ン ホ  
ス 、 ジ ス ル ホ ト ン 、 Ｅ Ｐ Ｎ 、 エ ト プ ロ ホ ス 、 エ ト リ ム ホ ス 、 フ ェ ン チ オ ン 、 フ ェ ニ ト ロ チ  
オ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 昆 虫 成 長 制 御 物 質 と し て は 、 ピ リ プ ロ キ シ フ ェ ン 、 ジ フ ル ベ  
ン ズ ロ ン 、 フ ェ ノ キ シ カ ル ブ な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 害 虫 防 除 剤 は 単 独 、 ま た は ２ 種 以 上  
使 用 す る こ と が で き 、 ２ 種 以 上 の 例 と し て は 、 フ ィ プ ロ ニ ル と ピ リ プ ロ キ シ フ ェ ン の 組 合  
せ が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 害 虫 防 除 剤 の 含 有 量 は 、 害 虫 防 除 剤 の 種 類 に よ っ て 適 宜 設 計 さ れ る が 、 害 虫 防 除 剤  
が 有 機 化 合 物 の 場 合 は 、 通 常 、 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 全 体 量 に 対 し ０ ． ０ ０ １ ～ １ 重 量 ％ 、 ま  
た ホ ウ 酸 の 場 合 は 、 通 常 、 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 全 体 量 に 対 し １ ～ ３ ０ 重 量 ％ と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 匍 匐 害 虫 防 除 用 毒 餌 剤 に は 、 さ ら に 他 の 成 分 を 含 有 さ せ て も よ く 、 そ の よ う な  
他 の 成 分 と し て は 、 増 粘 剤 、 酸 化 防 止 剤 、 乳 化 剤 、 香 料 、 誤 食 防 止 剤 、 粘 度 調 整 剤 、 防 腐  
剤 な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 増 粘 剤 と し て は 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ま た は そ の 金 属  
塩 、 キ サ ン タ ン ガ ム 、 カ ラ ギ ー ナ ン 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 、 ポ リ ビ ニ ル ピ ロ リ ド ン 、 ゼ  
ラ チ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 酸 化 防 止 剤 と し て は 、 ジ ブ チ ル ヒ ド ロ キ シ ト ル エ ン 、 ア ス  
コ ル ビ ン 酸 な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 乳 化 剤 と し て は 、 ソ ル ビ タ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 シ ョ 糖  
脂 肪 酸 エ ス テ ル な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 誤 食 防 止 剤 と し て は 、 安 息 香 酸 デ ナ ト ニ ウ ム 、 ア  
マ ラ ン ス 、 エ リ ス ロ シ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 粘 度 調 整 剤 と し て は 、 エ チ レ ン グ リ コ ー  
ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 ブ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 グ リ セ リ ン 、 分 子 量 １ ５ ０ ～ ２ ０ ０ ０  
の ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル な ど が 挙 げ ら れ る 。 前 記 防 腐 剤 と は 細 菌 の 発 生 を 防 ぐ た め に 使  
用 さ れ 、 安 息 香 酸 、 安 息 香 酸 ナ ト リ ウ ム 、 サ リ チ ル 酸 、 ソ ル ビ ン 酸 、 ソ ル ビ ン 酸 カ リ ウ ム  
、 デ ヒ ド ロ 酢 酸 、 デ ヒ ド ロ 酢 酸 ナ ト リ ウ ム 、 パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 メ チ ル 、 パ ラ オ キ シ 安 息  
香 酸 メ チ ル 、 １ ， ２ － ベ ン ゾ イ ソ チ ア ゾ ー ル － ３ （ ２ Ｈ ） － オ ン （ 以 下 、 Ｂ Ｉ Ｔ と 称 す ）  
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な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 匍 匐 害 虫 防 除 用 毒 餌 剤 は 、 前 記 の よ う に し て 調 製 さ れ た 誘 引 剤 と 害 虫 防 除 剤 と  
を 公 知 の 混 錬 機 械 に よ り 混 練 し 、 そ の 後 、 前 記 混 錬 物 を 押 出 機 に よ っ て 所 定 の 形 状 に 押 出  
す か 刃 物 な ど で 切 断 す る な ど す る こ と に よ り 、 例 え ば 、 顆 粒 状 、 塊 状 の 匍 匐 害 虫 防 除 用 毒  
餌 剤 と し て 得 る こ と が で き る 。 あ る い は 、 前 記 混 練 物 を 公 知 の 打 錠 機 を 使 用 し て 錠 剤 状 の  
匍 匐 害 虫 防 除 用 毒 餌 剤 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 毒 餌 剤 が 防 除 対 象 と す る 匍 匐 害 虫 と し て は 、 ト ビ イ ロ シ ワ ア リ 、 ト ビ イ ロ ケ ア  
リ 、 イ エ ヒ メ ア リ 、 ア ミ メ ア リ 、 オ オ ズ ア リ 、 ク ロ ヤ マ ア リ 、 ア ル ゼ ン チ ン ア リ 、 ヒ ア リ  
、 ア カ カ ミ ア リ 等 の ア リ 類 、 ワ モ ン ゴ キ ブ リ 、 ク ロ ゴ キ ブ リ 、 チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ 等 の ゴ キ  
ブ リ 類 、 ワ ラ ジ ム シ 類 、 ダ ン ゴ ム シ 類 、 ム カ デ 類 な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ の う ち 、 特 に ア リ  
類 対 し て は 、 優 れ た 喫 食 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 匍 匐 害 虫 防 除 用 毒 餌 剤 は 、 例 え ば 、 側 面 に 開 口 部 を 有 す る 容 器 に 収 容 し て 、 匍  
匐 害 虫 が 生 息 す る 場 所 に 設 置 し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 に 実 施 例 を も っ て 本 発 明 を さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 実 施 例 に 限 定 さ れ  
る も の で は な い 。
〔 害 虫 防 除 用 誘 引 剤 の 調 整 〕
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム （ 関 東 化 学 社 製 ） ３ 重 量 部 、 砂 糖 （ 三 井 製 糖 社  
製 ） ２ １ ． ７ ５ 重 量 部 、 バ レ イ シ ョ デ ン プ ン （ 関 東 化 学 社 製 ） ２ ０ 重 量 部 、 サ ナ ギ 粉 （ マ  
ル キ ュ ー 社 製 ） １ ５ 重 量 部 、 お よ び チ ア ベ ン ダ ゾ ー ル （ 関 東 化 学 社 製 、 以 下 Ｔ Ｂ Ｚ と 称 す  
） ０ ． ２ ５ 重 量 部 、 落 花 生 油 （ 関 東 化 学 社 製 ） ５ 重 量 部 、 グ リ セ リ ン （ 関 東 化 学 社 製 ） ５  
重 量 部 、 Ｂ Ｉ Ｔ ２ ０ ％ 液 剤 （ 製 品 名 ： プ ロ キ セ ル Ｇ Ｘ Ｌ 、 ロ ン ザ 社 製 ） ０ ． ２ ５ 重 量 部 、  
ソ ル ビ タ ン モ ノ 脂 肪 酸 エ ス テ ル （ 関 東 化 学 社 製 ） ０ ． ５ 重 量 部 を 混 合 し て 得 た 混 合 物 を ８  
個 用 意 し 、 各 々 に 亜 鉛 ピ リ チ オ ン （ 東 京 化 成 工 業 社 製 。 以 下 、 Ｚ Ｐ Ｔ と 称 す ） を ０ ． ０ １  
、 ０ ． ０ ２ 、 ０ ． ０ ３ 、 ０ ． ０ ４ 、 ０ ． ０ ６ 、 ０ ． １ 、 ０ ． ２ 重 量 部 加 え て 混 合 し 、 さ ら  
に 夫 々 の 混 合 物 に 全 体 量 が １ ０ ０ 部 と な る よ う に 水 を 加 え て 混 練 し ７ 種 の 誘 引 剤 を 得 た 。  
（ 夫 々 、 順 に 製 剤 例 １ 、 ２ ・ ・ ・ ７ と 称 す 。 ）
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム （ 関 東 化 学 社 製 ） ３ 重 量 部 、 砂 糖 （ 三 井 製 糖 社  
製 ） ２ １ ． ７ ５ 重 量 部 、 バ レ イ シ ョ デ ン プ ン （ 関 東 化 学 社 製 ） ２ ０ 重 量 部 、 サ ナ ギ 粉 （ マ  
ル キ ュ ー 社 製 ） １ ５ 重 量 部 、 落 花 生 油 （ 関 東 化 学 社 製 ） ５ 重 量 部 、 グ リ セ リ ン （ 関 東 化 学  
社 製 ） ５ 重 量 部 、 Ｂ Ｉ Ｔ ２ ０ ％ 液 剤 （ 製 品 名 ： プ ロ キ セ ル Ｇ Ｘ Ｌ 、 ロ ン ザ 社 製 ） ０ ． ２ ５  
重 量 部 お よ び ソ ル ビ タ ン モ ノ 脂 肪 酸 エ ス テ ル （ 関 東 化 学 社 製 ） ０ ． ５ 重 量 部 を 混 合 し た 混  
合 物 、 さ ら に 混 合 物 の 全 体 量 が １ ０ ０ 部 と な る よ う に 水 を 加 え て 混 練 し 誘 引 剤 を 得 た （ 以  
下 、 製 剤 例 A と 称 す ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー ス ナ ト リ ウ ム （ 関 東 化 学 社 製 ） ３ 重 量 部 、 砂 糖 （ 三 井 製 糖 社  
製 ） ２ １ ． ７ ５ 重 量 部 、 バ レ イ シ ョ デ ン プ ン （ 関 東 化 学 社 製 ） ２ ０ 重 量 部 、 サ ナ ギ 粉 （ マ  
ル キ ュ ー 社 製 ） １ ５ 重 量 部 、 お よ び Ｔ Ｂ Ｚ （ 関 東 化 学 社 製 ） ０ ． ２ ５ 重 量 部 、 落 花 生 油 （  
関 東 化 学 社 製 ） ５ 重 量 部 、 グ リ セ リ ン （ 関 東 化 学 社 製 ） ５ 重 量 部 、 Ｂ Ｉ Ｔ ２ ０ ％ 液 剤 （ 製  
品 名 ： プ ロ キ セ ル Ｇ Ｘ Ｌ 、 ロ ン ザ 社 製 ） ０ ． ２ ５ 重 量 部 お よ び ソ ル ビ タ ン モ ノ 脂 肪 酸 エ ス  
テ ル （ 関 東 化 学 社 製 ） ０ ． ５ 重 量 部 を 混 合 し た 混 合 物 に 、 さ ら に 混 合 物 の 全 体 量 が １ ０ ０  
部 と な る よ う に 水 を 加 え て 混 練 し 誘 引 剤 を 得 た （ 以 下 、 製 剤 例 B と 称 す ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 製 剤 例 １ に お い て 、 Ｔ Ｂ Ｚ ０ ． ２ ５ 重 量 ％ を ２ － ベ ン ツ イ ミ ダ ゾ リ ル カ ル バ ミ ン 酸 メ チ  
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ル （ 東 京 化 成 工 業 社 製 。 以 下 Ｂ Ｃ Ｍ と 称 す ） ０ ． ２ ５ 重 量 ％ に 代 え た 以 外 は 同 様 に し て 誘  
引 剤 を 得 た （ 以 下 製 剤 例 C と 称 す ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 製 剤 例 １ に お い て 、 Ｚ Ｐ Ｔ ０ ． ０ １ 重 量 部 を ２ 、 ４ 、 ５ 、 ６ － テ ト ラ ク ロ ロ イ ソ フ タ ロ  
ニ ト ニ ル （ 東 京 化 成 工 業 社 製 。 以 下 Ｔ Ｐ Ｎ と 称 す ） ０ ． ０ １ 重 量 部 に 代 え た 以 外 は 同 様 に  
し て 誘 引 剤 を 得 た （ 以 下 製 剤 例 D と 称 す ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 製 剤 例 １ に お い て 、 Ｚ Ｐ Ｔ ０ ． ０ １ 重 量 部 を ２ － （ チ オ シ ア ノ メ チ ル チ オ ） ベ ン ゾ チ ア  
ゾ ー ル （ メ ル ク 社 製 。 以 下 Ｔ Ｃ Ｍ Ｔ Ｂ と 称 す ） ０ ． ０ １ 重 量 部 に 代 え た 以 外 は 同 様 に し て  
誘 引 剤 を 得 た （ 以 下 製 剤 例 E と 称 す ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 製 剤 例 １ に お い て 、 Ｚ Ｐ Ｔ ０ ． ０ １ 重 量 部 を ２ － ｎ － オ ク チ ル － ４ － イ ソ チ ア ゾ リ ン －  
３ － オ ン （ 東 京 化 成 工 業 社 製 。 以 下 Ｏ Ｉ Ｔ と 称 す ） ０ ． ０ １ 重 量 部 に 代 え た 以 外 は 同 様 に  
し て 誘 引 剤 を 得 た （ 以 下 製 剤 例 F と 称 す ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 〔 表 １ 〕

〔 防 カ ビ 試 験 〕
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 製 剤 例 A の 誘 引 剤 を ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 袋 に 入 れ ２ ５ ℃ の 室 内 で ６ カ 月 保 管 し た 。 誘 引 剤  
に カ ビ を 発 生 さ せ た 。 カ ビ の 発 生 が 認 め ら れ て 顕 微 鏡 で 同 定 し た と こ ろ 、 Ｅ ｕ ｒ ｏ ｔ ｉ ｕ  
ｍ   ｓ ｐ ． お よ び Ａ ｓ ｐ ｅ ｒ ｇ ｉ ｌ ｌ ｕ ｓ   ｓ ｐ ． で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｚ ２ ９ １ １ に 準 じ て 前 記 カ ビ を イ オ ン 交 換 水 で 懸 濁 し た 後 、 胞 子 数 １ ０ ４ ～ １ ０
６ 個 / ｍ Ｌ の 胞 子 数 懸 濁 液 を 調 整 し た 。
そ し て 、 製 剤 例 １ ～ ４ お よ び 製 剤 例 B の 誘 引 剤 ２ ５ ｇ を そ れ ぞ れ 個 々 の シ ャ ー レ に 入 れ 、  
前 記 胞 子 懸 濁 液 ０ ． ５ ｍ Ｌ を 各 誘 引 剤 に 滴 下 し て 作 成 し た 夫 々 の 検 体 を 、 ２ ６ ℃ ・ 相 対 湿  
度 ９ ５ ％ の 恒 温 恒 湿 機 内 で ２ 週 間 イ ン キ ュ ベ ー ト し た 。
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　 そ の 後 、 夫 々 の シ ャ ー レ に 再 度 、 前 記 胞 子 懸 濁 液 ０ ． ５ ｍ Ｌ を 滴 下 し 、 ２ ６ ℃ ・ 相 対 湿  
度 ９ ５ ％ の 恒 温 恒 湿 機 内 で さ ら に ２ 週 間 イ ン キ ュ ベ ー ト し た 。 こ の よ う な 操 作 を ３ 回 繰 り  
返 し 、 各 回 毎 に 各 検 体 の カ ビ の 発 生 の 有 無 を 顕 微 鏡 で 確 認 し た 。 評 価 方 法 と し て は 、 カ ビ  
の 発 生 が 認 め ら れ な か っ た 検 体 を ○ 、 カ ビ の 発 生 が 認 め ら れ た 検 体 を × と し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
〔 表 ２ 〕

〔 喫 食 性 試 験 〕
【 ０ ０ ３ ３ 】
製 剤 例 ２ ～ ７ な ら び に 製 剤 例 A 、 B 、 C 、 D 、 E お よ び F の 誘 引 剤 １ ｇ を 夫 々 、 側 面 が 開 放 し  
た 容 器 に 入 れ 、 ト ビ イ ロ シ ワ ア リ と ア ル ゼ ン チ ン ア リ の 生 息 地 に 設 置 、 ４ 時 間 後 に 回 収 し  
、 該 ア リ に よ る 喫 食 量 （ 重 量 減 少 度 ） を 測 定 し た 。 製 剤 例 A の 誘 引 剤 の 喫 食 量 を １ ０ ０ と  
し 、 各 誘 引 剤 の 喫 食 量 を 相 対 値 で 求 め た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
〔 表 ３ 〕

〔 毒 餌 剤 の 作 成 〕
【 ０ ０ ３ ５ 】
製 剤 例 ２ の 誘 引 剤 に お い て 、 該 誘 引 剤 に 対 し て 、 害 虫 防 除 剤 と し て フ ィ プ ロ ニ ル （ 東 京 化  
成 工 業 社 製 ） を ０ ． ０ ２ 重 量 ％ 、 ピ リ プ ロ キ シ フ ェ ン （ 住 友 化 学 社 製 ） を ０ ． １ 重 量 ％ 添  
加 混 練 し 、 本 発 明 の 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 １ を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
製 剤 例 ２ の 誘 引 剤 に お い て 、 該 誘 引 剤 に 対 し て 、 害 虫 防 除 剤 と し て ジ ノ テ フ ラ ン （ 東 京 化  
成 工 業 社 製 ） を ０ ． １ 重 量 ％ 、 ピ リ プ ロ キ シ フ ェ ン （ 住 友 化 学 社 製 ） を ０ ． １ 重 量 ％ 添 加  
し 、 本 発 明 の 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 ２ を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
製 剤 例 ２ の 誘 引 剤 に お い て 、 該 誘 引 剤 に 対 し て 、 害 虫 防 除 剤 と し て ヒ ド ラ メ チ ル ノ ン （ 富  
士 フ ィ ル ム 和 光 純 薬 社 製 ） を ０ ． ４ 重 量 ％ 、 ピ リ プ ロ キ シ フ ェ ン （ 住 友 化 学 社 製 ） を ０ ．  
１ 重 量 ％ 添 加 し 、 本 発 明 の 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 ３ を 得 た 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
〔 毒 餌 剤 試 験 １ 〕
　 ク ロ ヤ マ ア リ １ ０ 頭 を ポ リ カ ッ プ （ φ １ ０ ｃ ｍ 、 高 さ １ ０ ｃ ｍ ） に 放 し 、 １ ０ ％ 砂 糖 水  
を 含 ま せ た 脱 脂 綿 を 設 置 し た 。 そ し て １ ． ０ ｇ の 前 記 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 １ を カ ッ プ 内 に 設  
置 し 、 ２ ５ ℃ 条 件 下 に 置 き 、 ２ ４ 時 間 経 過 後 の 死 虫 数 を 観 察 し た 。 試 験 は ３ 反 復 実 施 し た  
。 い ず れ の 試 験 に お い て も ク ロ ヤ マ ア リ が 全 頭 致 死 し て い る こ と を 確 認 し た 。
　 一 方 、 ク ロ ヤ マ ア リ １ ０ 頭 を ポ リ カ ッ プ （ φ １ ０ ｃ ｍ 、 高 さ １ ０ ｃ ｍ ） に 放 し 、 １ ０ ％  
砂 糖 水 を 含 ま せ た 脱 脂 綿 の み を 設 置 し た 試 験 に つ い て は 、 ２ ４ 時 間 後 で も 致 死 し て い な か  
っ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
〔 毒 餌 剤 試 験 ２ 〕
　 イ エ ヒ メ ア リ １ ０ 頭 を ポ リ カ ッ プ （ φ １ ０ ｃ ｍ 、 高 さ １ ０ ｃ ｍ ） に 放 し 、 １ ０ ％ 砂 糖 水  
を 含 ま せ た 脱 脂 綿 を 設 置 し た 。 そ し て １ ． ０ ｇ の 前 記 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 １ を カ ッ プ 内 に 設  
置 し 、 ２ ５ ℃ 条 件 下 に 置 き 、 ２ ４ 時 間 経 過 後 の 死 虫 数 を 観 察 し た 。 試 験 は ３ 反 復 実 施 し た  
。 ３ 反 復 の 試 験 結 果 を ま と め る と イ エ ヒ メ ア リ が ９ ７ ％ 致 死 し て い る こ と を 確 認 し た 。
　 一 方 、 イ エ ヒ メ ア リ １ ０ 頭 を ポ リ カ ッ プ （ φ １ ０ ｃ ｍ 、 高 さ １ ０ ｃ ｍ ） に 放 し 、 １ ０ ％  
砂 糖 水 を 含 ま せ た 脱 脂 綿 の み を 設 置 し た 試 験 に つ い て は 、 ２ ４ 時 間 後 で も 致 死 し て い な か  
っ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
〔 毒 餌 剤 試 験 ３ 〕
　 ト ビ イ ロ ケ ア リ ６ 頭 を ポ リ カ ッ プ （ φ １ ０ ｃ ｍ 、 高 さ １ ０ ｃ ｍ ） に 放 し 、 １ ０ ％ 砂 糖 水  
を 含 ま せ た 脱 脂 綿 を 設 置 し た 。 そ し て １ ． ０ ｇ の 前 記 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 １ を カ ッ プ 内 に 設  
置 し 、 ２ ５ ℃ 条 件 下 に 置 き 、 ４ ８ 時 間 経 過 後 の 死 虫 数 を 観 察 し た 。 試 験 は ３ 反 復 実 施 し た  
。 い ず れ の 試 験 に お い て も ト ビ イ ロ ケ ア リ が 全 頭 致 死 し て い る こ と を 確 認 し た 。
　 一 方 、 ト ビ イ ロ ケ ア リ ６ 頭 を ポ リ カ ッ プ （ φ １ ０ ｃ ｍ 、 高 さ １ ０ ｃ ｍ ） に 放 し 、 １ ０ ％  
砂 糖 水 を 含 ま せ た 脱 脂 綿 の み を 設 置 し た 試 験 に つ い て は 、 ４ ８ 時 間 後 で も 致 死 し て い な か  
っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
〔 毒 餌 剤 試 験 ４ 〕
　 ダ ン ゴ ム シ ５ 頭 を ポ リ カ ッ プ （ φ １ ０ ｃ ｍ 、 高 さ １ ０ ｃ ｍ ） に 放 し 、 水 を 含 ま せ た 脱 脂  
綿 を 設 置 し た 。 そ し て １ ． ０ ｇ の 前 記 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 １ を カ ッ プ 内 に 設 置 し 、 ２ ５ ℃ 条  
件 下 に 置 き 、 ２ ４ 時 間 経 過 後 の 死 虫 数 を 観 察 し た 。 試 験 は ３ 反 復 実 施 し た 。 い ず れ の 試 験  
に お い て も ダ ン ゴ ム シ が 全 頭 致 死 し て い る こ と を 確 認 し た 。
　 一 方 、 ダ ン ゴ ム シ ５ 頭 を ポ リ カ ッ プ （ φ １ ０ ｃ ｍ 、 高 さ １ ０ ｃ ｍ ） に 放 し 、 水 を 含 ま せ  
た 脱 脂 綿 の み を 設 置 し た 試 験 に つ い て は 、 ２ ４ 時 間 後 で も 致 死 し て い な か っ た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
〔 毒 餌 剤 試 験 ５ 〕
　 チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ 雄 成 虫 ５ 頭 を ポ リ カ ッ プ （ φ １ ０ ｃ ｍ 、 高 さ １ ０ ｃ ｍ ） に 放 し 、 水 を  
含 ま せ た 脱 脂 綿 を 設 置 し た 。 そ し て １ ． ０ ｇ の 前 記 匍 匐 害 虫 用 毒 餌 剤 １ を カ ッ プ 内 に 設 置  
し 、 ２ ５ ℃ 条 件 下 に 置 き 、 ４ ８ 時 間 経 過 後 の 死 虫 数 を 観 察 し た 。 試 験 は ３ 反 復 実 施 し た 。  
い ず れ の 試 験 に お い て も チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ が 全 頭 致 死 し て い る こ と を 確 認 し た 。
　 一 方 、 チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ 雄 成 虫 ５ 頭 を ポ リ カ ッ プ （ φ １ ０ ｃ ｍ 、 高 さ １ ０ ｃ ｍ ） に 放 し  
、 水 を 含 ま せ た 脱 脂 綿 の み を 設 置 し た 試 験 に つ い て は 、 ２ ４ 時 間 後 で も 致 死 し て い な か っ  
た 。



10

JP 7528397 B2 2024.8.6(8)

フロントページの続き

(56)参考文献 特開２０１２－６７０１５（ＪＰ，Ａ）
特開昭６３－１９６５０２（ＪＰ，Ａ）
特開２０１７－８０１５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ａ０１Ｎ
Ａ０１Ｐ
Ａ０１Ｍ


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

